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4児科 粟 生 耕 大
2012 年7月25 日、当院は神奈川県から地域周
産期母子医療センターの指定を受けました。また
併せて神奈川県周産期救急医療システム受け入れ
病院の中核病院に指定されました。当院の新生児
に対する取り組みをご紹介させてし、ただきます。
本年度から産婦人科医師が増員され、従来より
も多くの出産に対応が可能となりました。分娩件
数増加に対応するための産婦人科病棟の改装工事
も終了し、 LDR 室、分娩室、新生児室、NーCU と
地域の周産期医療に貢献できる体制が整いまし
た。分娩数は、平成23年度の約600 件から平成
24年度は約 1,000 件へと増加する見込みで、リ
スクの低し、と思われる分娩からの新生児にも万全
の体制で対応するべく、産婦人科病棟スタッフは
全員、日本周産期・新生児学会認定の新生児蘇生
法講習会を受講しています。また小児の健やかな
発育には母乳は欠かせないと考えており、出産直
後のカンガルーケアや母子同室、母乳外来などを
通して、母乳育児を推進しています。
小児科医も出産準備クラス (いわゆる母親学
級)への参加や日々 の回診、退院後の健診や予防
接種を通して、妊娠中から出産時、出産後にわ
たって連続した新生児のサポートが可能となるよ
う努めています。
開院以来5D病棟に併設されていた新生児集中
治療室 (NICU) は、昨年4月から再整備を行い、
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昨年6月に独立した病棟となりました。現在NICU
として6床で運営しています。
昨年4月までのNーCU の受け入れ基準は「34
週 ・2,000g 以上の新生児」でしたが、NICU の
再整備を行し、、現在は 「30 週 ・1,250g 以上の
新生児」の受け入れが可能となっています。また
神奈川県周産期救急医療システムの中核病院とし
て新生児搬送や基幹病院からの戻り搬送などにも
対応しています。
重篤な外科的疾患には対応できませんが、昨年
度においては眼科・形成外科・耳鼻咽喉科・整形
外科 ・皮膚科 ・リハビリテーション科・歯科口腔
外科など他科の力を借りながら対応しました。ま
た当院では精神疾患合併妊娠にも対応可能である
ため、精神疾患合併妊娠からの新生児や社会的に
ハイリスクな出産も増加しています。精神科や医
療ソーシャルワーカー、精神保健福祉士、必要に
応じて福祉保健センターや市町村、児童相談所と
も連携をとりながら、診療をおこなっています。
今後も総合病院の利点を生かし、地域の拠点病院
として可能な限り地域で小児医療が完結できるよ
う努めて参ります。
NICU に入院する新生児だけでなく、すべての新
生児に対して「赤ちゃんにとって最大の幸福とはな
にか」を念頭に診療をおこなっていきたいと考えて
おります。今後ともよろしくお願い致します。
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省萌国圏,化学療法センタ■のご紹介　　

がんセンタ.長 阿 部 哲 夫

け、また、肝胆瞳内科の新設、肝胆睡外科、乳腺
外科の各専門医の赴任などから、今後、益々、当
センターの利用患者さんの増加が見込まれます。
尚、入院での化学療法もこれまで年間2400 人ほ
どの患者さんに実施してきましたが、入院の化学
療法に関しても、徐々に増加する見込みです。入
院、外来とも化学療法剤の調剤は当センター内に
おし、て薬剤師 2名体制で安全第一に行ってし、ま
す。

当センターの診療時間は月曜日から金曜日の平
日、午前 8時30分から午後 5時です。
現在は、当センター常勤の医師はおりませんの
で、各診療科の担当医が安全を最優先して、化学
療法センター常勤の薬剤師、看護師と連携しなが
ら、化学療法、ホルモン療法施行患者さんの診療
に当たっております。
今後、新たに開発されてくる、化学療法、ホル
モン療法の薬剤が益々、増えてきますので、当セ
ンターの重要性は一層、高くなることが予想され
ます。

患者さんの期待、要望に、常に応えられるよう
に、各診療科の担当医および化学療法センターの
スタッフ一同、これからも日々、研鎖を積んで参
りますので、どうぞ宜しくお願いいたします。

みなと赤十字病院の化学療法センターは今年7
月 9日、当院 5階に新設、移転し、たしました。こ
れまでは8床の狭い治療室でしたが、 24 床に増
床し、かなり広し、スペースを確保しております。
化学療法を受けられる患者さんに安全で快適な治
療環境を提供できるように、医師、看護師、薬剤
師、臨床検査技師、担当事務などによる、患者さ
ん中心のチーム医療を行っています。
化学療法センターは当院がんセンターの中でも、
診療上、大変に重要な役割を担っており、また、
常に安全で確実な治療が最も最優先される部門の
一つです。
化学療法センターの設備は点滴治療を受けてし、
ただくリクライニングチェア21 台、リクライニ
ングベッド3台を完備してし、ます。薬剤はセン
ター内の無菌調剤室で、専門の薬剤師が、安全 ・
確実、且つ衛生的に調剤しております。
治療の対象は点滴または筋肉注射、皮下注射に
よる化学療法やホルモン療法が必要な各種悪性腫
癌の患者さんと、分子標的薬剤などによる治療が
必要な関節リウマチなどの患者さんです。
これまでの実績としては年間約2400 人の外来
患者さんに利用し、ただし、ておりましたが、当院が
今年4月に地域がん診療連携拠点病院の指定を受
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c丁.個別 鰯闇努遍凋について
平素は、地域医療連携にご理解とご協力を賜りありがとうございます。
6月より時間外でのCT ・MR-の検査枠を増設しました。
また造影CT検査もお受けしております (時間内、下記曜日限定)。どうぞご利用くださし、。
詳しくは、当院HP をご覧ください。

MRI/CT 予約方法
予約専用ダイヤル 045 一628 一6365

(予約受付時間 平日8=30~17:00)
m-I

時間帯 (検査枠)検査可能日検査項目
左記以外の時間枠は、頭部

　　　　i頭部以外
時間外MR1 全ての部位

第 2、第 4の火曜日・金曜日 17:00 ~19:00 心臓等の特殊(部位)撮影、

造影撮影を除く。第 2、第 4の土曜日 9:00 ~12:00

月・木曜日 」10:00

火 .水 .金曜日 - 」 lo:3o ご相談下さい。

検査可能日

i平日
時間帯 (検査枠)

　　　　　11:00、15:00、15:30

検査項目

単純
造影

左記以外の時間枠は、

ご相談下さい。毎週火曜日,金曜日 E
‐
岡 、

時間外CT
全ての部位
(造影以外)

第 2、第 4の火曜日・金曜日 17:00 ~19:00

第 2、第 4の土曜日 9:00 ~12:00

日・金曜日 lo:30・14:oo h- 」…惑 a区醸さ‐甚 一 -

(お願い)予約申込み後に、診療情報提供書をFa×してください。
Fa × ;045 一628 一6367( 地域医療連携課直通Fa

詳細は、当院ホームページ http://www.yokohama.jrc.or.jp/ の「医療連携センター」頁でも、ご案内しております。

新 任 医 師 の ご 紹 介
新しく就任した医師をご紹介させてし、ただきます。今後地域の先生方と地域医療の連携を推進してし、きたし、と
存じますのでどうぞよろしくお願いし、たします。

* ** 質問項目 ***

①診療科(専門領域)
②取得認定医
③卒業大学
④卒業年度
⑤趣味
⑥地域の先生方へ一言 !

サイトウフミエ ①心臓血管外科 (心臓血管外科領域全般)

斎藤文美恵 ②日本胸部外科学会認定医、心臓血管外科学会専門医、

日本外科学会認定医、日本外科学会専門医

③鳥取大学
④平成2年　
⑥「地域のために頑張ります。よろしくお願いしま

; . す。」

アア÷-一糟叩叫一 7庄 ー 1ばi「 需 -中- ー 幻刀 "▲} 「
L 新 任 医 師 の ご 紹 介

c丁.個別 鰯闇努遍凋について
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当院では、横浜市民の健康増進、身近な病気につし、て正しい知識を身につける
ことを目的に、CSR 活動 (企業の社会的責任)の一環として、市民向け公開セミ
ナー「みなと市民セミナー」を開講しました。
本セミナーは年2回程度の開催とし、毎回一般市民に興味深し、テーマをとりあ
げます。

第3回は11月24日(土)13:00~15:15 はまぎんホールヴイアマーレ(西区みな
とみらい)で、「生活習慣病のうそ・ほんと?血圧・血糖・コレステ□- ルについて」とい

つプーマで、院内外の講師により講演を行います。
貴医療機関でご興味のある患者様がいらっしゃいましたらご案内ください。
申込みは :みなと赤十字病院ホームページの申込専用フォーム (http://www.yokohama.」rc,or,ip/)

の他、 FAX 、お葉書でも受付けます。AX 、お葉書でも受付けます。 ,腔署類煮彦鮎幕島…園蟹窓照脚r1ー十一M.- 園
お問合せは :医療連携センター客 045 ‐628 ‐6365( 直通 ) -'- “--
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,こ背 7z回写図図鞭費・みなと赤十俵痴煽諭鰯脇兜捻の鰯耀』
4区 (中・磯子・南・西区) 医師会とみなと赤十字病院合同研
究会を 10月 3日 (水)19:00 から当院会議室で開催します。
今年度は中区医師会にご担当いただき、医師会より1演題ご提
示いただく予定です。
また研究会後は、ささやかながら情報交換会を予定しております。
多くの先生方のご参加をお待ち申し上げます。

唖-
十種捌歪R携,破‘.黍±ま病醗 西区医師会 進藤会長のご発表

2012 年がん対策基本法に基づくがん対策推進基本計画では、「がん診療に携わる全ての医療従事者が

基本的な緩和ケアを理解し、知識と技術を習得する」ことが求められています。

これを受け、本年4月に地域がん診療拠点病院の指定を受けた登院は、9月22 日・23 日に、厚生労働

省の開催指針に沿った緩和ケア講習会を開催します。

紹介患者さんのお問し、合わせご予約は地域医療連携課
電話 045‐628‐6365( 直通)/FAX045 ‐628-6367( 直通FAX)

E-mail :minato-renkei@yokohama.irc.or.jp

第17回4区医師会
みなと赤十字病院合同研究会
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■ 19コo ご挨拶 中区医B会 会長 向山寿御先生
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